
　８月10日と17日の２回にわたり、日高町在住の遠藤孝明 氏（アカシア句
会苫小牧支部副主席）を講師に招き、学童保育で俳句教室を開催しました。
　１回目は、「5・7・5（合計17音）であること」「季語を1つ入れること」「五
感（見る・聞く・触る・嗅ぐ・味わう）を意識しながら考えること」と
いった俳句の基本を学び、決められた季語に沿って句を作りました。２
回目は、それぞれが自由な発想で作った句を持ち寄り、より良い作品に
なるよう講師からアドバイスを受けました。
　トマム学童保育に在籍する子どもの約半数は外国籍ですが、日本の伝
統的な定型詩である俳句に、積極的に取り組んでいました。
　今回の俳句教室は、俳句を学ぶだけでなく、国際交流・世代間交流・地域間交流にもつながる機会となりま
した。初めての開催でしたが、子どもたちの自由な発想や豊かな表現に、講師も感心していました。

〈子どもたちの主な作品〉

「雪の中　白いじゅうたん　庭の前」　　　　　ウィックラマ　サユニ

「てのひらに　ひらりととどく　もみじかな」　アパレケ　イエハンサ

「みかづきが　わたしのために　ひかってる」　伊藤　瑛美

「おつきさま　ぽっかりうかぶ　きれいだな」　アパレケ　ヴィダンサ

「あざやかな　はまなす香る　ピンク色」　　　伊藤　美羽

「ヨナグニ島　ヨナグニサンの　糞たくさん」　矢野　この葉

「ラフティング　川の流れに　のっていく」　　ラナ　エース
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広報しむかっぷは、震災復興型
カーボンオフセット用紙を使用
し、CO2削減事業ならびに東北
経済復興を応援しています。

中　央 占　冠 双珠別 トマム 出　生 死　亡 転　入 転　出
586人 65人 37人 653人 0人 1人 37人 22人

■人口・世帯数（７月末住民基本台帳登録数）
人口 男 女 世帯数
1,341人（+13） 694人（+15）647人（-2） 970（+14）
  《うち外国人の人数　383人》　

　株式会社川端組（馬瀬戸祐則 代表取締役）が地域貢献
事業として、中央小学校のブランコ修繕作業を実施しま
した。座板にはエンジュの木を使用し、資材は株式会
社森総から提供いただきました。地域社会への貢献に
ご尽力いただきましたことに、深く感謝申し上げます。
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　ふるさと祭りの会場で、令和８年熊本地震の義援金を募りま
した。会場を訪れた多くの皆さまから温かいご協力をいただ
き、たくさんの善意をお寄せいただきました。心より感謝申し
上げます。

義援金総額  45,808円

義援金へのご協力に感謝


